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(57)【要約】
【課題】　低い駆動電圧で良好な発光効率が得られる無
機ＥＬ素子と、高品質のフルカラー表示が可能な無機Ｅ
Ｌ表示装置を提供する。
【解決手段】　無機ＥＬ表示装置を、蛍光体層を誘電体
層で挟持してなる無機ＥＬ発光層と該無機ＥＬ発光層の
誘電体層上に配設された電極とを有する無機ＥＬ素子と
、無機ＥＬ素子の一方の面に貼り合わされたカラーフィ
ルタとを備えたものとし、誘電体層の厚みを５～５０μ
ｍの範囲内、比誘電率を１００以上とし、カラーフィル
タを、透明基材上に形成されたカラーフィルタ層とブラ
ックマトリックスと複数のスペーサ用粒体を有するもの
とし、カラーフィルタ層の外側領域にて複数の貼り合せ
用粒体を介して無機ＥＬ素子にカラーフィルタを固着し
、貼り合せ用粒体の平均粒径Ｄ、カラーフィルタ層の厚
みｔ、スペーサ用粒体の平均粒径ｄとの間にＤ≧ｄ＋ｔ
の関係を設け、上記電極のうち少なくとも蛍光体層より
もカラーフィルタ側に位置する電極を透明電極とする。
【選択図】　図３
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　蛍光体層を誘電体層で挟持してなる無機ＥＬ発光層と該無機ＥＬ発光層の誘電体層上に
配設された電極とを少なくとも有す無機ＥＬ素子において、　　　
　前記誘電体層は、厚みが５～５０μｍの範囲内、比誘電率が１００以上であり、前記電
極のうち少なくとも一方の電極は透明電極であることを特徴とする無機ＥＬ素子。
【請求項２】
　一方の誘電体層に配設された電極は複数のストライプ形状のＸ電極であり、他方の誘電
体層上に配設された電極は前記Ｘ電極とマトリクスをなすようにストライプ形状に配設さ
れたＹ電極であることを特徴とする請求項１に記載の無機ＥＬ素子。
【請求項３】
　フライバック昇圧回路とフルブリッジ・スイッチング回路とを組み合わせた駆動回路を
備えていることを特徴とする請求項１または請求項２に記載の無機ＥＬ素子。
【請求項４】
　蛍光体層を誘電体層で挟持してなる無機ＥＬ発光層と該無機ＥＬ発光層の誘電体層上に
配設された電極とを有する無機ＥＬ素子と、該無機ＥＬ素子の一方の面に貼り合わされた
カラーフィルタと、を備えた無機ＥＬ表示装置において、　　　
　前記無機ＥＬ素子は、請求項１乃至請求項３のいずれかに記載の無機ＥＬ素子であり、
　　
　前記カラーフィルタは、透明基材と、該透明基材上に形成されたカラーフィルタ層とを
備え、該カラーフィルタ層は所定の繰返し順序でストライプ状に配設された複数色の着色
層と、所望の着色層間に配されたブラックマトリックスとを有し、該ブラックマトリック
スと直交するように前記カラーフィルタ層上に複数の帯状領域を画定し、ブラックマトリ
ックス上および／または帯状領域上には複数のスペーサ用粒体が配設され、前記カラーフ
ィルタ層の外側領域の複数の所定箇所にはカラーフィルタ層を囲むように貼り合せ用粒体
が配設され、該貼り合せ用粒体を介して前記無機ＥＬ素子に前記カラーフィルタが固着さ
れており、前記貼り合せ用粒体の平均粒径Ｄと、前記カラーフィルタ層の厚みｔ、前記ス
ペーサ用粒体の平均粒径ｄとの間には、Ｄ≧ｄ＋ｔの関係があることを特徴とする無機Ｅ
Ｌ表示装置。
【請求項５】
　前記無機ＥＬ素子の一方の誘電体層に配設された電極は複数のストライプ形状のＸ電極
であり、他方の誘電体層上に配設された電極は前記Ｘ電極とマトリクスをなすようにスト
ライプ形状に配設されたＹ電極であり、前記カラーフィルタの前記スペーサ用粒体はＸ電
極とＹ電極とが交差する部位には位置しないことを特徴とする請求項４に記載の無機ＥＬ
表示装置。
【請求項６】
　前記貼り合せ用粒体の平均粒径Ｄは４０～１００μｍの範囲内であり、前記スペーサ用
粒体の平均粒径ｄは２０～４０μｍの範囲内であることを特徴とする請求項４または請求
項５に記載の無機ＥＬ表示装置。
【請求項７】
　粒体の最大直径ａと最小直径ｂとの比（ａ／ｂ）を扁平率としたときに、前記貼り合せ
用粒体および前記スペーサ用粒体の扁平率は１～１．１の範囲内であることを特徴とする
請求項４乃至請求項６のいずれかに記載の無機ＥＬ表示装置。
【請求項８】
　前記スペーサ用粒体が配設されている前記帯状領域は、貼り合せ対象の無機ＥＬ素子の
走査線および／またはデータ線に平行であるとともに、走査線とデータ線との交差部位か
ら外れることを特徴とする請求項４乃至請求項７のいずれかに記載の無機ＥＬ表示装置。
【請求項９】
　前記貼り合せ用粒体は光硬化性樹脂により被覆されており、前記貼り合せ用粒体を前記
無機ＥＬ素子の前記電極が配設された領域の外側の部位に当接させた状態で、カラーフィ
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ルタを構成する透明基材側から光照射を行って、前記貼り合せ用粒体を被覆する光硬化性
樹脂を硬化させて前記無機ＥＬ素子に固着したものであることを特徴とする請求項４乃至
請求項８のいずれかに記載の無機ＥＬ表示装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無機エレクトロルミネッセンス（ＥＬ）素子と無機ＥＬ表示装置に係り、特
にフルカラー表示が可能な無機ＥＬ素子と無機ＥＬ表示装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　近年、無機ＥＬ素子は蛍光管に代わる新光源や自発光型ディスプレイ等として開発が進
んでおり、また、車載用モニターや、航空機、特殊車両、海底探査潜水艇のような外部振
動が多く、高圧・高温・多湿の劣悪な環境下において使用可能なディスプレイとしても期
待がもたれている。このような無機ＥＬ素子は、分散型薄膜電界型と薄膜誘電体積層型と
の２つに区分され、例えば、交流薄膜ＥＬ素子の構造は非特許文献１、特許文献１に記載
されている。
　一方、カラーディスプレイとしてパソコン用、ＴＶ用、その他の表示用に対応するため
には、無機ＥＬ素子のカラー化が必要不可欠である。現在のところ、無機ＥＬ素子の発光
層は、赤色発光蛍光体としてＺｎＳ：ＳｍやＣａＳ：Ｅｕを含むもの、緑色発光蛍光体と
してＺｎＳ：ＴｂやＣａＳ：Ｃｅを含むもの、青色発光蛍光体としてＳｒＳ：ＣｅやＺｎ
Ｓ：Ｔｍを含むもの等が提案されている。しかし、青色発光蛍光体としてＳｒＳ：Ｃｅは
、比較的高い輝度が得られるが、色度が緑側にシフトするので青色成分としては不十分で
あり、例えば、バリウムチオアルミネートによる青色発光層をＢａＳ：Ｅｕ材料とＡｌＳ
材料の共蒸着により作成した青色発光蛍光体等が開発されている（特許文献２）。
【非特許文献１】Tornqvist,R.O.著、“Thin-Film Electroluminescent Displays”,Soci
ety for Information Display, 1989, International Symposium Seminar Lecture Notes
【特許文献１】米国特許第４８５７８０２号公報
【特許文献２】特開２００２－１８００３８号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　無機ＥＬ素子では、蛍光体層が１組の電極間に配設され、電極と蛍光体層は誘電体層（
絶縁層）で分離されており、発光輝度を上げるためには、蛍光体層を通過する電界強度が
高いことが要求され、従来の無機ＥＬ表示装置では、誘電体層（絶縁層）は薄膜状態とさ
れている。しかし、薄膜状態の誘電体層（絶縁層）は製造コストの低減に限界があり、ま
た、非常に小さな欠陥も故障の原因になるという問題があった。また、薄膜誘電体層を備
えた従来の無機ＥＬ表示装置は、例えば、３００～４５０Ｖの高電圧で駆動されるため、
電極間の絶縁破壊を生じ易いという問題もあった。このため、絶縁耐圧の高い厚膜誘電体
層を使用した無機ＥＬ素子が要望されているが、従来の無機ＥＬ表示装置では、低い駆動
電圧で良好な発光効率を得るに至っていないという問題があった。
【０００４】
　また、従来の赤色、緑色、青色の３原色に発光する蛍光体は、発光輝度、効率、色純度
が未だ不十分である。このため、フルカラーの無機ＥＬ表示装置を可能とするためには、
色補正あるいは色純度を飛躍的に向上させるためのカラーフィルタ層が必要である。しか
し、上述にような厚膜誘電体層を使用した無機ＥＬ素子では、表面段差が大きく、直接カ
ラーフィルタ層を形成することは困難であるという問題があった。
　本発明は、上記のような実情に鑑みてなされたものであり、低い駆動電圧で良好な発光
効率が得られる無機ＥＬ素子と、高品質のフルカラー表示が可能な無機ＥＬ表示装置を提
供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
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【０００５】
　このような目的を達成するために、本発明は、蛍光体層を誘電体層で挟持してなる無機
ＥＬ発光層と該無機ＥＬ発光層の誘電体層上に配設された電極とを少なくとも有する無機
ＥＬ素子において、前記誘電体層は、厚みが５～５０μｍの範囲内、比誘電率が１００以
上であり、前記電極のうち少なくとも一方の電極は透明電極であるような構成とした。
　本発明の他の態様として、一方の誘電体層に配設された電極は複数のストライプ形状の
Ｘ電極であり、他方の誘電体層上に配設された電極は前記Ｘ電極とマトリクスをなすよう
にストライプ形状に配設されたＹ電極であるような構成とした。
　本発明の他の態様として、フライバック昇圧回路とフルブリッジ・スイッチング回路と
を組み合わせた駆動回路を備えているような構成とした。
【０００６】
　また、本発明は、蛍光体層を誘電体層で挟持してなる無機ＥＬ発光層と該無機ＥＬ発光
層の誘電体層上に配設された電極とを有する無機ＥＬ素子と、該無機ＥＬ素子の一方の面
に貼り合わされたカラーフィルタと、を備えた無機ＥＬ表示装置において、前記無機ＥＬ
素子は上述の本発明の無機ＥＬ素子であり、前記カラーフィルタは、透明基材と、該透明
基材上に形成されたカラーフィルタ層とを備え、該カラーフィルタ層は所定の繰返し順序
でストライプ状に配設された複数色の着色層と、所望の着色層間に配されたブラックマト
リックスとを有し、該ブラックマトリックスと直交するように前記カラーフィルタ層上に
複数の帯状領域を画定し、ブラックマトリックス上および／または帯状領域上には複数の
スペーサ用粒体が配設され、前記カラーフィルタ層の外側領域の複数の所定箇所にはカラ
ーフィルタ層を囲むように貼り合せ用粒体が配設され、該貼り合せ用粒体を介して前記無
機ＥＬ素子に前記カラーフィルタが固着されており、前記貼り合せ用粒体の平均粒径Ｄと
、前記カラーフィルタ層の厚みｔ、前記スペーサ用粒体の平均粒径ｄとの間には、Ｄ≧ｄ
＋ｔの関係があるような構成とした。
【０００７】
　本発明の他の態様として、前記無機ＥＬ素子の一方の誘電体層に配設された電極は複数
のストライプ形状のＸ電極であり、他方の誘電体層上に配設された電極は前記Ｘ電極とマ
トリクスをなすようにストライプ形状に配設されたＹ電極であり、前記カラーフィルタの
前記スペーサ用粒体はＸ電極とＹ電極とが交差する部位には位置しないような構成とした
。
　本発明の他の態様として、前記貼り合せ用粒体の平均粒径Ｄは４０～１００μｍの範囲
内であり、前記スペーサ用粒体の平均粒径ｄは２０～４０μｍの範囲内であるような構成
とした。
　本発明の他の態様として、粒体の最大直径ａと最小直径ｂとの比（ａ／ｂ）を扁平率と
したときに、前記貼り合せ用粒体および前記スペーサ用粒体の扁平率は１～１．１の範囲
内であるような構成とした。
　本発明の他の態様として、前記スペーサ用粒体が配設されている前記帯状領域は、貼り
合せ対象の無機ＥＬ素子の走査線および／またはデータ線に平行であるとともに、走査線
とデータ線との交差部位から外れるような構成とした。
　本発明の他の態様として、前記貼り合せ用粒体は光硬化性樹脂により被覆されており、
前記貼り合せ用粒体を前記無機ＥＬ素子の前記電極が配設された領域の外側の部位に当接
させた状態で、カラーフィルタを構成する透明基材側から光照射を行って、前記貼り合せ
用粒体を被覆する光硬化性樹脂を硬化させて前記無機ＥＬ素子に固着したものであるよう
な構成とした。
【発明の効果】
【０００８】
　本発明の無機ＥＬ素子は、誘電体層の厚みが５～５０μｍの範囲内で比誘電率が１００
以上であるため、蛍光体層を誘電体層で挟持してなる無機ＥＬ発光層を通過する放電が阻
止され、かつ、低い駆動電圧で良好な発光効率が得られる。また、駆動回路として、フラ
イバック昇圧回路とフルブリッジ・スイッチング回路とを組み合わせた駆動回路を備える
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場合には、より低い駆動電圧で良好な発光効率を得ることができる。
　本発明の無機ＥＬ素子装置は、外力が作用しても、貼り合せ用粒体によって外力が分散
され、スペーサ用粒体が過度に無機ＥＬ素子に接触することがなく電極破損等の無機ＥＬ
素子の損傷が防止されるとともに、スペーサ用粒体によってカラーフィルタ層と無機ＥＬ
素子とが近接した状態で維持され、隣接する画素からの光漏れを抑制することができ、さ
らに、カラーフィルタによる色補正や色純度の向上がなされ、これにより、電極破損等の
欠陥が発生し難く、信頼性に優れ高彩色の表示が可能であるとともに、薄型化も可能であ
る。
【発明を実施するための最良の形態】
【０００９】
　以下、本発明の実施の形態について図面を参照して説明する。
［無機ＥＬ素子］
　図１は、本発明の無機ＥＬ素子１１の一実施形態を示す斜視図である。図１に示される
ように、無機ＥＬ素子１１は、基板１２上に、複数のストライプ形状のＸ電極１３、誘電
体層１４、蛍光体層１５、誘電体層１６、Ｘ電極１３とマトリックスをなすように配設さ
れた複数のストライプ形状のＹ電極１８を備え、蛍光体層１５とこれを挟持する誘電体層
１４，１６で無機ＥＬ発光層１７が構成されている。
　基板１２は、例えば、金属材料、ガラス材料、樹脂材料、または、これらの複合材料か
らなるもの等が用いられる。また、基板１２に光透過性を具備させる場合には、例えば、
ガラス材料、樹脂材料、または、これらの複合材料からなるもの、例えば、ガラス板に保
護プラスチックフィルムもしくは保護プラスチック層を設けたもの等を用いることができ
る。基板１２の厚さは、通常、１００μｍ～５ｍｍ程度とし、最適には複屈折を伴なう視
認性確保を考慮し、可視領域において透明な３００μｍ～３ｍｍの厚さとすることが好ま
しい。
【００１０】
　Ｘ電極１３は、透明、不透明いずれであってもよく、例えば、酸化インジウムスズ（Ｉ
ＴＯ）、酸化インジウム、酸化亜鉛、酸化第二スズ等の導電材料、ポリアニリン、ポリア
セチレン、ポリアルキルチオフェン誘導体、ポリシラン誘導体等の導電性高分子、ＭｇＡ
ｇ等のマグネシウム合金、ＡｌＬｉ、ＡｌＣａ、ＡｌＭｇ等のアルミニウム合金、Ｌｉ、
Ｃａ等のアルカリ金属やアルカリ土類金属等を使用して形成することができる。
　また、Ｙ電極１８は、蛍光体層１５よりもカラーフィルタ２１側に位置しているため、
透明電極とする。透明電極としては、例えば、酸化インジウムスズ（ＩＴＯ）、酸化イン
ジウム、酸化亜鉛、酸化第二スズ等の導電材料を使用して形成することができる。
　Ｘ電極１３、Ｙ電極１８の形成方法には特に制限はなく、スパッタリング法、真空蒸着
法等の真空成膜法や、所望の組成の塗布液を塗布して形成する方法等を用いることができ
る。
【００１１】
　この無機ＥＬ素子１１では、Ｘ電極１３、Ｙ電極１８の一方を走査線とし他方をデータ
線とし、データ線と走査線とでマトリクス（Ｘ行Ｙ列）を構成する。この電極構成では、
データ線と走査線とに時系列的に電圧（信号）をかけていくと、ある時刻では選択された
データ線と走査線との交差する場所のみの無機ＥＬ発光層１７（蛍光体層１５と誘電体層
１４，１６）に電圧がかかる（電流が流れる）ことになり、このアドレス（データ線と走
査線との交差部）の蛍光体層１５に励起されたエネルギーにより発光する。このような、
データ線と走査線との交差部のみが発光する点順次駆動方式では、発光時間が短いため所
望の輝度を保つことができない。発光時間を長くするためには、走査線につながっている
１ラインの画素すべてが同時に発光する線順次駆動方式を用いることができる。この線順
次駆動方式では、目的画素の発光期間において走査線に電圧がかかっているすべての発光
画素が点灯するため、点順次駆動方式に比較すれば、データ線数倍の発光時間を保持でき
る。しかし、発光輝度が１／走査線数になり小さいため、所望の輝度を保つには大きなデ
ータ電圧（電流）が必要となる。
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【００１２】
　本発明では、低圧電源から、無機ＥＬ発光層１７（蛍光体層１５と誘電体層１４，１６
）を点灯させるために必要な２００～３００Ｖまでインバータ回路により昇圧する駆動回
路を用いることが好ましい。さらに、無機ＥＬ素子１１の駆動周波数は２００Ｈｚから２
ｋＨｚという低い周波数にあるため、中・小型電力の点灯回路として、フライバック昇圧
回路とフルブリッジ・スイッチング回路とを組み合わせた構成の駆動回路を用いることが
好ましい。図２は、このような駆動回路を示す図である。この駆動回路４１は、ＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータ４２、インダクタ４３、ダイオード４４、トランジスタ４５、ブリッジ回路
を構成するトランジスタ４６ａ，４６ｂ，４６ｃ，４６ｄ、スイッチ回路４７からなって
いる。そして、インダクタ４３とトランジスタ４５により昇圧回路が構成され、この昇圧
回路で得た高電圧を、フルブリッジ型のスイッチング回路でスイッチングすることにより
、無機ＥＬ素子１１に交流電圧を印加するものである。尚、海外向け製品や、電源の効率
改善、周波数特性の調整のために、交流電源が用いられる場合がある。この場合、ＤＣ／
ＤＣコンバータ４２において、ＡＣ／ＤＣコンバータおよび平滑回路（複数のコンデンサ
ーを組み合わせた）を加える。
【００１３】
　誘電体層１４、１６は、蛍光体層１５を挟持するように配設され、蛍光体層１５の発光
効率を向上させるものである。このような誘電体層１４、１６として用いられる材料は、
例えば、Ｙ2Ｏ3、Ａｌ2Ｏ3、Ｔａ2Ｏ5、ＳｉＯ2、Ｓｉ3Ｏ4等の非晶質酸化物、ＢａＴｉ
Ｏ3、ＰｂＴｉＯ3等の強誘電体、ＳｉＮx、ＳｉＯＦ、ＳｉＯＣ、Ｐｂ（Ｚｒ，Ｔｉ）Ｏ3

、（Ｐｂ、Ｌａ）（Ｚｒ，Ｔｉ）Ｏ3、Ｂｉ4Ｔｉ3Ｏ12、さらにはぺロブスカイト型強誘
電体、タングステン・ブロンズ型強誘電体、ビスマス層状構造強誘電体等を挙げることが
できる。さらに、π電子系の酸－塩基二成分型有機物を利用した有機強誘電体、例えば、
クロラニク酸、ブロマニル酸等のような強い酸性度（Ｈ+（プロトン）の供与能）の水酸
基を有するジヒドロキシ－ｐ－ベンゾキノン類、あるいは、クロラニル酸を酸として、ベ
ンゼン環にプロトン受容基の窒素原子を組み入れたフェナジン（Ｐｈｚ）を塩基として作
用させ、１：１の分子化合物としたもの等、さらに、分子間で水素結合を形成して一次元
のネットワークを形成したこれらの集合構造分子も使用することができる。本発明では、
誘電体層１４、１６を厚膜誘電体層とする。すなわち、誘電体層１４、１６の厚みを５～
５０μｍの範囲とし、誘電体層全体（誘電体層１４、１６の厚みの合計）の厚みを５０～
７０μｍの範囲とする。
【００１４】
　ここで、誘電体層の比誘電率（ε）について考える。誘電体層は、無機ＥＬ素子を構成
する上で絶縁耐圧を維持しなければならないので、最低膜厚（ｄ）として数μｍ以上を要
する。その最低膜厚にて素子を構成した場合の素子の静電容量Ｃについて、薄膜絶縁層で
素子を構成した場合と比較して考える。素子の静電容量Ｃは、構成材料の比誘電率εに比
例し、膜厚ｄに反比例することから、Ｃ∝ε／ｄ と表すことができる。一般に無機ＥＬ
素子では蛍光体層中を電流は流れない。要するに電界発光素子である。そのため誘電体層
は非常に大きな役割を果たす。すなわち、電流が蛍光体層に流れ込まないようにするため
の絶縁層の役割を果たす。実際の無機ＥＬ素子では実効的に１００～２００Ｖ程度の交流
電源を用い、素子厚みは全体で最大１ｍｍ程度であることから、その電界強度は１ｋＶ／
ｃｍ以上と考えられる。
【００１５】
　高誘電厚膜を採用した場合に、薄膜による構成、例えば、ε（Ｓｉ3Ｎ4とＳｉＯ2の積
層型；～７）／ｄ（０．２μｍ）に対して、少なくとも同じ静電容量を有するためには、
ｄmin＞３μｍを規定すると、ε＞１０５が算出される。したがって、本発明では、誘電
体層１４、１６の比誘電率（ε）を１００以上、好ましくは１００～８０００の範囲とす
る。このように誘電体層１４、１６を比誘電率１００以上である高誘電材料で形成した厚
膜誘電体層とすることにより、無機ＥＬ素子１１の絶縁耐圧を大幅に向上させることがで
きる。
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　このような誘電体層１４、１６の厚膜の形成方法は、特に限定されず、上記の膜厚で成
膜することが容易な方法を用いることができ、例えば、ゾルゲル法、印刷焼成法などが好
ましい。印刷焼成法による場合には、材料の粒度を適当に揃え、バインダーと混合して適
当な粘度のペーストとする。このペーストを基板上にスクリーン印刷法により形成し、乾
燥してグリーンシートとし、このグリーンシートを適当な温度で焼成して、誘電体層とす
る。 さらに、得られた誘電体層の表面が、凹凸や穴が１μｍ以上と大きく平坦性が悪い
場合、必要に応じて研磨、または、平坦化層をその上に形成して平坦性を向上させること
が好ましい。
【００１６】
　蛍光体層１５は、所望の発光色の発光蛍光体を用いて形成されたものであり、後述する
本発明の無機ＥＬ表示装置の実施形態では、蛍光体層１５は、赤色発光層１５Ｒ、緑色発
光層１５Ｇ、青色発光層１５Ｂがストライプ状に繰り返し配列されている。
　赤色発光蛍光体としては、ＺｎＳ、Ｍｎ／ＣｄＳＳｅ等を挙げることができ、緑色発光
蛍光体としては、ＺｎＳ：ＴｂＯＦ、ＺｎＳ：Ｔｂ等を挙げることができ、青色発光蛍光
体としては、ＳｒＳ：Ｃｅ、（ＳｒＳ：Ｃｅ／ＺｎＳ）n、ＣａＧａ2Ｓ4：Ｃｅ、Ｓｒ2Ｇ
ａ2Ｓ5：Ｃｅを挙げることができる。また、白色発光蛍光体として、ＳｒＳ：Ｃｅ／Ｚｎ
Ｓ：Ｍｎ等が挙げられる。これらの蛍光体を適宜選択して、赤色発光層１５Ｒ、緑色発光
層１５Ｇ、青色発光層１５Ｂを構成することができる。
【００１７】
　このような本発明の無機ＥＬ素子１１は、誘電体層１４、１６の厚みが５～５０μｍの
範囲内で比誘電率が１００以上であるため、蛍光体層１５を誘電体層１４、１６で挟持し
てなる無機ＥＬ発光層１７を通過する放電が阻止され、かつ、低い駆動電圧で良好な発光
効率が得られる。また、駆動回路として、図２に示されるようなフライバック昇圧回路と
フルブリッジ・スイッチング回路とを組み合わせた駆動回路を備える場合には、より低い
駆動電圧で良好な発光効率を得ることができる。
　上述の無機ＥＬ素子の実施形態は例示であり、本発明の無機ＥＬ素子はこれに限定され
るものではない。例えば、無機ＥＬ素子１１を構成する基板１２が導電性の金属材料であ
る場合、誘電体層（絶縁層）を基板上に形成した後、Ｘ電極１３を形成し、これらを被覆
するように誘電体層を設けたものであってもよい。
【００１８】
　また、無機ＥＬ発光層１７の駆動回路として、上述の駆動回路４１にサージ電流回避の
ためのサージ保護回路を組み入れた駆動回路を用いてもよい。図３は、このような駆動回
路を示す図であり、この駆動回路５１は、駆動回路４１と同様に、ＤＣ／ＤＣコンバータ
５２、インダクタ５３、ダイオード５４、トランジスタ５５、ブリッジ回路を構成するト
ランジスタ５６ａ，５６ｂ，５６ｃ，５６ｄ、スイッチ回路５７からなり、インダクタ５
３とトランジスタ５５により昇圧回路が構成されている。そして、インダクタ５３と、ダ
イオード５４、トランジスタ５５との間に、サージ保護回路を構成するヒューズ５８とサ
ージ保護素子５９が設けられている。サージ保護素子５９としては、例えば、ローパスフ
ィルタやサージアブソーバを使用することができる。また、サージ保護回路は、ＤＣ／Ｄ
Ｃコンバータ５２と電源との間、あるいは、ダイオード５４とブリッジ回路との間に設け
てもよい。
【００１９】
［無機ＥＬ表示装置］
　図４は本発明の無機ＥＬ表示装置の一実施形態を示す部分断面図である。図４において
、本発明の無機ＥＬ表示装置１は、本発明の無機ＥＬ素子にカラーフィルタを配設したも
のである。本実施形態では、無機ＥＬ表示装置１を構成する本発明の無機ＥＬ素子として
、上述の無機ＥＬ素子１１を用いた例である。そして、本発明の無機ＥＬ表示装置１を構
成するカラーフィルタ２１は、貼り合せ用粒体２７を無機ＥＬ素子１１のＹ電極１８が配
設された領域（表示領域）の外側の部位に当接させた状態で、無機ＥＬ素子１１に固着さ
れている。そして、無機ＥＬ素子１１を構成する蛍光体層１５の赤色発光層１５Ｒ、緑色
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発光層１５Ｇ、青色発光層１５Ｂは、それぞれ、カラーフィルタ２１の赤色着色層２４Ｒ
、緑色着色層２４Ｇ、青色着色層２４Ｂに対応するように位置している。
【００２０】
　図５は無機ＥＬ表示装置１を構成するカラーフィルタ２１の一例を示す平面図であり、
図６は図５に示されるカラーフィルタのＩ－Ｉ線における部分拡大断面図であり、図１に
示される断面に相当し、また、図７は図５８示されるカラーフィルタのII－II線における
部分拡大断面図であり、図７は図５に示されるカラーフィルタの円で囲まれた部位の拡大
図である。図５～図８において、カラーフィルタ２１は、透明基材２２と、この透明基材
２２上に形成されたカラーフィルタ層２３と、カラーフィルタ層２３上に配設された複数
のスペーサ用粒体２６と、カラーフィルタ層２３の外側領域３１にカラーフィルタ層２３
を囲むように配設された複数の貼り合せ用粒体２７とを備えている。尚、図５では、カラ
ーフィルタ層２３を一点鎖線で囲んで示しており、図が煩雑になるのを避けるために、カ
ラーフィルタ層２３が設けられている領域については、スペーサ用粒体２６のみを示して
いる。
【００２１】
　カラーフィルタ層２３は、無機ＥＬ表示装置において無機ＥＬ素子からの光を色補正し
たり、色純度を高めるものであり、所定の繰返し順序でストライプ状に配設された複数色
の着色層２４と、所望の着色層間に配されたブラックマトリックス２５とを有している。
図示例では、着色層２４は赤色着色層２４Ｒ、緑色着色層２４Ｇ、青色着色層２４Ｂで構
成されており、ブラックマトリックス２５は各色の着色層２４Ｒ、２４Ｇ、２４Ｂ間に配
設されている。
【００２２】
　カラーフィルタ層２３を構成する着色層２４（赤色着色層２４Ｒ、緑色着色層２４Ｇ、
青色着色層２４Ｂ）は、無機ＥＬ素子の発光特性に応じて適宜材料を選択することができ
、例えば、バインダー樹脂に無機顔料、有機顔料等を含有したものとすることができる。
使用する無機顔料としては、例えば、金属酸化物や金属錯塩のような金属化合物であり、
具体的には、鉄、コバルト、アルミニウム、カドミウム、鉛、銅、チタン、マグネシウム
、クロム、亜鉛、アンチモン等の金属の酸化物または複合金属酸化物が挙げられる。また
、有機顔料としては、例えば、カラーインデックス（Ｃ．Ｉ．）においてピグメントに分
類されている下記の有機顔料群から選択される１種または２種以上の組み合わせで使用す
ることができる。
・　　Ｃ．Ｉ．ピグメントイエロー２０，２４，３１，５３，８３，８６，９３，９４，
１０９，１１０，１１７，１２５，１３７，１３８，１３９，１４７，１４８，１５０，
１５３，１５４，１６６および１７３
・　　Ｃ．Ｉ．ピグメントオレンジ１３，３１，３６，３８，４０，４２，４３，５１，
５５，５９，６１，６４，６５および７１
・　　Ｃ．Ｉ．ピグメントレッド９，９７，１０５，１２２，１２３，１４４，１４９，
１６６，１６８，１７６，１７７，１８０，１９２，２１５，２１６，２２４，２４２お
よび２５４
・　　Ｃ．Ｉ．ピグメントバイオレット１４，１９，２３，２９，３２，３３，３６，３
７および３８
・　　Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５（１５：３，１５：４，１５：６），２１，２２，
２８，６０および６４
・　　Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン７，１０，１５，２５，３６および４７
・　　Ｃ．Ｉ．ピグメントブラウン２８
・　　Ｃ．Ｉ．ピグメントブラック１および７
【００２３】
　例えば、青色発光蛍光体としてＳｒＳ：Ｃｅを使用する場合、色度が緑色側にシフトす
るので、これを考慮して青色着色層２４ＢにＣ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３とＣ．Ｉ
．ピグメントバイオレット２３の混合物（重量比＝１００：５）を使用することにより、
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十分に強い青色成分を得ることができる。
　このような着色層２４の厚みは、各着色層の材料、無機ＥＬ素子の発光特性等に応じて
適宜設定することができ、例えば、１～２０μｍ程度の範囲で設定することができる。
　また、カラーフィルタ層２３を構成するブラックマトリックス２５は、例えば、クロム
等の金属薄膜パターン、あるいは、カーボン微粒子等の遮光性粒子を含有した樹脂層パタ
ーン等、いずれであってもよい。
【００２４】
　複数のスペーサ用粒体２６は、カラーフィルタ２１が無機ＥＬ素子１１に接触して無機
ＥＬ素子に絶縁破壊等の損傷が生じることを防止するための部材であり、ブラックマトリ
ックス２５と直交するようにカラーフィルタ層２３上に画定した複数の帯状領域３２（図
８に鎖線で示される領域）に所定のピッチで一列に配設されている。図６および図７では
、カラーフィルタ２１が無機ＥＬ素子１１に固着される前の状態を示しているので、スペ
ーサ用粒体２６は光硬化性樹脂２８によって被覆されている。帯状領域３２は、カラーフ
ィルタが貼り合される無機ＥＬ素子１１の走査線および／またはデータ線に平行であると
ともに、走査線とデータ線との交差部位から外れるように画定することができる。例えば
、図１に示される無機ＥＬ素子１１において、Ｘ電極１３（走査線）および／またはＹ電
極１８（データ線）に平行であるとともに、Ｘ電極１３（走査線）とＹ電極１８（データ
線）との交差部位から外れるように帯状領域３２を画定することができる。したがって、
図８に示される例では、帯状領域３２をＸ電極１３（走査線）と平行にその間隙部位に設
定し、ブラックマトリックス２５をＹ電極１８（データ線）と平行にその間隙部位に設定
することができ、また、これとは逆の組み合わせで設定してもよい。
【００２５】
　尚、図示例では、スペーサ用粒体２６が帯状領域３２上であって、かつ、ブラックマト
リックス２５上に位置するように配設されているが、スペーサ用粒体２６の配設はこれに
限定されるものではない。例えば、ブラックマトリックス２５上であれば、帯状領域３２
から外れる箇所にスペーサ用粒体２６が位置してもよく、また、帯状領域３２内であれば
、ブラックマトリックス２５上ではない箇所にスペーサ用粒体２６が位置してもよい。
【００２６】
　一方、貼り合せ用粒体２７は、カラーフィルタ２１を無機ＥＬ素子１１に貼合するため
の部材であるとともに、無機ＥＬ素子１１に貼り合わせた後に作用した外力を吸収分散し
て、スペーサ用粒体２６に外力が集中することを防止する部材である。この貼り合せ用粒
体２７は、カラーフィルタ層２３の外側領域３１にカラーフィルタ層２３を囲むように所
定のピッチで一列に配設されている。図６および図７では、カラーフィルタ２１が無機Ｅ
Ｌ素子１１に固着される前の状態を示しているので、貼り合せ用粒体２７は光硬化性樹脂
２９によって被覆されている。貼り合せ用粒体２７の配置ピッチは、例えば、１００μｍ
～３０ｍｍの範囲で適宜設定することができる。そして、スペーサ用粒体２６の平均粒径
ｄ、貼り合せ用粒体２７の平均粒径Ｄは、カラーフィルタ層２３の厚みｔとの間に、Ｄ≧
ｄ＋ｔの関係が成立するように設定されている。ここで、本発明における粒体の平均粒径
は、画像法により測定したものである。すなわち、画像のデジタライズ、粒体像の輪郭強
調、粒体像の二値化、粒体像の輪郭抽出、粒体像のエッジトレース、編集用画像メモリー
へのコピー、編集画像データの処理を行い測定したものである。尚、カラーフィルタ層２
３の厚みｔは、最大厚みを意味している。
【００２７】
　カラーフィルタ２１を構成する透明基材２２としては、ガラス材料、樹脂材料、または
、これらの複合材料からなるもの、例えば、ガラス板に保護プラスチックフィルムもしく
は保護プラスチック層を設けたもの等が用いられる。
　上記の樹脂材料、保護プラスチック材料としては、例えば、フッ素系樹脂、ポリエチレ
ン、ポリプロピレン、ポリ塩化ビニル、ポリフッ化ビニル、ポリスチレン、ＡＢＳ樹脂、
ポリアミド、ポリアセタール、ポリエステル、ポリカーボネート、変性ポリフェニレンエ
ーテル、ポリスルホン、ポリアリレート、ポリエーテルイミド、ポリアミドイミド、ポリ
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イミド、ポリフェニレンスルフィド、液晶性ポリエステル、ポリエチレンテレフタレート
、ポリブチレンテレフタレート、ポリエチレンナフタレート、ポリオキシメチレン、ポリ
エーテルサルホン、ポリエーテルエーテルケトン、ポリアクリレート、アクリロニトリル
－スチレン共重合樹脂、フェノール樹脂、尿素樹脂、メラミン樹脂、不飽和ポリエステル
樹脂、エポキシ樹脂、ポリウレタン、シリコーン樹脂、非晶質ポリオレフィン等が挙げら
れる。この他の樹脂材料であっても、透明性が確保され、無機ＥＬ表示装置用として使用
できる高分子材料であれば、使用可能である。透明基材２２の厚さは、通常、１５０μｍ
～５ｍｍ程度とすることができる。
【００２８】
　スペーサ用粒体２６と貼り合せ用粒体２７の材質は、例えば、ポリエチレン、ポリプロ
ピレン、ポリメチルペンテン、ポリ塩化ビニル、ポリテトラフロオロエチレン、ポリスチ
レン、ポリメタクリレート、ポリエチレンテレフタレート、ポリブチレンテレフタレート
、ポリアミド、ポリイミド、ポリスルフォン、ポリフェニレンオキサイド、ポリアセター
ル等の線状または架橋高分子、エポキシ樹脂、フェノール樹脂、メラミン樹脂、不飽和ポ
リエステル樹脂、ジビニルベンゼン重合体、ジビニルベンゼン－スチレン共重合体、ジビ
ニルベンゼン－アクリル酸エステル共重合体、ジアリルフタレート重合体、トリアリルイ
ソシアヌレート重合体、ベンゾグアナミン重合体等の網目構造を有する樹脂を使用するこ
とができる。また、スペーサ用粒体２６と貼り合せ用粒体２７は、ガラス等の無機材料か
らなるものであってもよい。このようなスペーサ用粒体２６と貼り合せ用粒体２７は、同
じ材質であってもよく、また、異なる材質であってもよい。さらに、スペーサ用粒体２６
と貼り合せ用粒体２７は、光透過性であっても、遮光性であってもよい。但し、スペーサ
用粒体２６については、無機ＥＬ素子の画素内に相当する部位に誤って存在する場合の画
像品質の低下を考慮すると、光透過性であることが好ましい。
【００２９】
　スペーサ用粒体２６の平均粒径ｄは、例えば、２０～４０μｍの範囲内、貼り合せ用粒
体２７の平均粒径Ｄは、例えば、４０～１００μｍの範囲内で、カラーフィルタ層２３の
厚みｔを考慮して、上記関係式（Ｄ≧ｄ＋ｔ）を満足するように適宜設定することができ
る。
　また、粒体の最大直径ａと最小直径ｂとの比（ａ／ｂ）を扁平率としたときに、スペー
サ用粒体２６と貼り合せ用粒体２７の扁平率は１～１．１の範囲内であることが好ましい
。扁平率が１．１を超えると、上記関係式（Ｄ≧ｄ＋ｔ）から外れる粒体が存在する場合
があり、無機ＥＬ素子１１との貼り合せに際して、複数のスペーサ用粒体２６の一部のみ
に無機ＥＬ素子に接触するものが出現して、無機ＥＬ素子に損傷を生じる場合があり好ま
しくない。尚、この扁平率も、上述の画像法により測定する。
【００３０】
　このようなカラーフィルタ２１は、カラーフィルタ層２３の外側領域３１に複数配設さ
れた貼り合せ用粒体２７が、上述のように、光硬化性樹脂２９により被覆されているので
、無機ＥＬ素子１１との貼り合わせに際し、カラーフィルタ２１を構成する透明基材２２
側から光照射を行うことで、簡易かつ確実に無機ＥＬ素子１１に貼り合せることができる
。図４に示される無機ＥＬ表示装置１では、このように無機ＥＬ素子１１にカラーフィル
タ２１が配設されているので、貼り合せ用粒体２７を被覆する光硬化性樹脂２９が硬化さ
れて樹脂部材２９′となっている。また、スペーサ用粒体２６を被覆する光硬化性樹脂２
８も硬化されて樹脂部材２８′となっている。
【００３１】
　本実施形態の無機ＥＬ表示装置１では、無機ＥＬ素子１１を構成するＸ電極１３および
／またはＹ電極１８（走査線および／またはデータ線）に平行であるとともに、Ｘ電極１
３とＹ電極１８との交差部位から外れるように、カラーフィルタ２１のスペーサ用粒体２
６が位置している。このため、カラーフィルタ２１による色補正や色純度の向上がスペー
サ用粒体２６によって阻害されることがなく、高彩色の表示が可能である。また、貼り合
せ用粒体２７の大きさがスペーサ用粒体２６、カラーフィルタ層２３の厚みと所定の関係
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（Ｄ≧ｄ＋ｔ）を満足するので、無機ＥＬ表示装置１に外力が作用しても、貼り合せ用粒
体２７へ外力が分散され、スペーサ用粒体２６が過度に無機ＥＬ素子１１に接触すること
が防止され、Ｙ電極１８の破損等の欠陥が発生し難く、信頼性が極めて高いものである。
さらに、スペーサ用粒体２６と貼り合せ用粒体２７の大きさの調整によって、カラーフィ
ルタ層２３と無機ＥＬ素子１１とを近接させて保持させることができ、隣接する画素から
の光漏れを抑制することができる。
【００３２】
　上述の無機ＥＬ表示装置の実施形態は例示であり、本発明の無機ＥＬ表示装置はこれに
限定されるものではない。例えば、蛍光体層１５は、赤色発光層１５Ｒ、緑色発光層１５
Ｇ、青色発光層１５Ｂに限定されず、所望の発光色の蛍光体層とカラーフィルタとを組み
合わせて使用することができる。
　また、上述の実施形態では、貼り合せ用粒体２７はカラーフィルタ層２３の外側領域３
１にカラーフィルタ層２３を囲むように所定のピッチで一列に複数配設されているが、二
列以上となるように配設してもよい。
【実施例】
【００３３】
　次に、具体的な実施例を示して本発明を更に詳細に説明する。
［実施例１］
＜無機ＥＬ素子の作製＞
　まず、無機ＥＬ素子を以下のように作製した。
　アルミナ基板（双信電機（株）製　Ａｇ－Ｐｄ導体付き印刷厚膜基板）のＡｇ－Ｐｄ導
体をパターニングしてストライプ形状のＸ電極を形成した。このＸ電極は、上記のカラー
フィルタのストライプ状ブラックマトリックスの線間に位置するものであり、Ｘ電極の幅
は７０μｍ（赤色発光用）、１８０μｍ（緑色発光用）、１１０μｍ（青色発光用）の繰
り返しとした。次いで、Ｘ電極を被覆するようにＢａＴｉＯ3 系の誘電体材料（比誘電率
５０００）をスクリーン印刷してグリーンシートとし、同時に焼成した。焼成後、表面を
研磨し、３０μｍ厚の誘電体層（下側）をＸ電極上に形成した基板を得た。
【００３４】
　次に、この誘電体層上に、ＥＬ蒸着パターンマスクをセットし、基板温度を２００℃と
し、ＥＢ蒸着法によりＺｎＳ：Ｍｎ蛍光体層（赤色発光層、厚み０．６μｍ、線幅７０μ
ｍ）を線幅７０μｍのＸ電極に対応させて形成した。同様に、ＺｎＳ：Ｔｂ蛍光体層（緑
色発光層、厚み０．６μｍ、線幅１８０μｍ）を線幅１８０μｍのＸ電極に対応させて形
成し、ＳｒＳ：Ｃｅ蛍光体層（青色発光層、厚み０．６μｍ、線幅１１０μｍ）を線幅１
１０μｍのＸ電極に対応させて形成した後、基板全体を、６００℃、真空中で１０分間ア
ニールした。 
　また、ポリイミド前駆体ワニス（Aldrich（株）製　ポリイミド前駆体ＲＣ－５０５７
）１００重量部に対して、酸化タンタル粉末（平均粒子径０．７μｍ）１５重量部を配合
し、混練、分散して誘電体ペーストを調製した。この誘電体ペーストの粘度は１２０Ｐ（
ポアズ）であった。次いで、この誘電体ペーストを使用し、３５０メッシュのスクリーン
印刷版を用いて蛍光体層を被覆するように印刷し、乾燥後３００℃において２時間加熱し
てイミド化を進めることにより、膜厚２７μｍの誘電体層（上側）を形成した。この誘電
体層の比誘電率は５００であった。
【００３５】
　さらに、この誘電体層上にＩＴＯ酸化物ターゲットを用いＲＦマグネトロンスパッタリ
ング法により、基板温度２５０℃で、膜厚２００ｎｍ、幅１８０μｍのＩＴＯ透明電極（
Ｙ電極）を、Ｘ電極と直交するように２４０μｍピッチで形成し、無機ＥＬ素子を作製し
た。
　作製した無機ＥＬ素子に、図２に示したような駆動回路を取り付け、電圧１００Ｖ、１
５０Ｖ、２００Ｖで、それぞれ６０Ｈｚ、１００Ｈｚ、２７０Ｈｚの交流を印加したとき
の輝度を測定して、下記の表１に示した。表１に示されるように、各電圧、周波数で良好
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な輝度が得られることが確認された。
【００３６】
＜カラーフィルタの作製＞
　次に、以下のようにして、カラーフィルタを作製した。
　透明基材として、厚み０．７ｍｍの両面研磨済みディスプレイ用ガラス板（コーニング
社製　１７３７ガラス）を準備した。
【００３７】
（ブラックマトリックスの形成）
　上記の透明基材の一方の面にスパッタリング法によりクロム薄膜（厚み１５００Å）を
成膜した。次に、このクロム薄膜上に感光性レジスト（シップレー社製　ＡＺ１３５０Ｓ
Ｆ）をスライドコート法により６０００Åの膜厚で塗布し、９０℃、５分間の加熱処理を
施した。次いで、所定のパターンを介して感光性レジスト膜を露光し、現像して、ブラッ
クマトリックス形成用のレジストパターンを形成した。この透明基材を１％硫酸セリウム
アンモニウム水溶液中に浸漬してクロム薄膜をエッチングし、その後、レジストパターン
を剥離して、透明基材上にストライプ状のブラックマトリックス（線幅６０μｍ、線間距
離は７０μｍ（赤色着色層用）、１８０μｍ（緑色着色層用）、１１０μｍ（青色着色層
用）の繰り返し）を形成した。このように、各色用の画素幅（ストライプパターン）が異
なるのは、無機ＥＬ素子を構成する蛍光体層Ｒ，Ｇ，Ｂの各発光強度が異なり、白色バラ
ンスを最適化しＲＧＢのカラー調整を行うためである。
【００３８】
（着色層の形成）
　下記の組成の着色感光性樹脂組成物を調製した。
　（赤色感光性樹脂組成物）
　　・感光性樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　３５重量部
　　・Ｃ．Ｉ．ピグメントレッドＩ７７とＣ．Ｉ．ピグメントイエロー８３
　　　　の混合物（重量比＝１００：２０）　　　　　　　　　…　　１０重量部
　　・エチルセロソルブアセテート　　　　　　　　　　　　　…　　５５重量部
　（緑色感光性樹脂組成物）
　　・感光性樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　２５重量部
　　・Ｃ．Ｉ．ピグメントグリーン３６とＣ．Ｉ．ピグメントイエロー８３
　　　　の混合物（重量比＝１００：１０）　　　　　　　　　…　　１５重量部
　　・エチルセロソルブアセテート　　　　　　　　　　　　　…　　６０重量部
　（青色感光性樹脂組成物）
　　・感光性樹脂　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…　　３０重量部
　　・Ｃ．Ｉ．ピグメントブルー１５：３とＣ．Ｉ．ピグメントバイオレット２３
　　　　の混合物（重量比＝１００：５）　　　　　　　　　　…　　１２重量部
　　・エチルセロソルブアセテート　　　　　　　　　　　　　…　　５８重量部
【００３９】
　尚、感光性樹脂は、下記の組成のものを使用した。
　（感光性樹脂の組成）
　　・ベンジルメタクリレート・メタクリル酸共重合体　　　　…　　３５重量部
　　　　（モル比＝７７：２３）
　　・ペンタエリスリトールテトラアクリレート　　　　　　　…１０．７重量部
　　・４－（ｐ－Ｎ，Ｎ－ジ〔エトキシカルボニルメチル〕－２，６－
　　　　ジ（トリクロロメチル）－Ｓ－トリアジン　　　　　　…　０．３重量部
　　・ハイドロキノンモノメチルエーテル　　　　　　　　　　…０．０１重量部
　　・エチルセロソルブアセテート　　　　　　　　　　　　　…　　５４重量部
【００４０】
　そして、透明基材のブラックマトリックス間（線間距離が７０μｍのストライプ状領域
）に、赤色感光性樹脂組成物（粘度１８０００ｃｐｓ）を用いてストライプ状にスクリー
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ン印刷（膜厚は３μｍ）を行い、プリベーク（７０℃、５分間）を行った。次いで、２ｋ
Ｗ超高圧水銀灯を備えたプロキシミティ露光機により、露光量３００ｍＪ／ｃｍ2の露光
（プロキシミティギャップ量＝１００μｍ）を行い、その後、ポストベーク（１８０℃、
５分間）を行って、赤色着色層を形成した。同様に、ブラックマトリックスの線間距離が
１８０μｍのストライプ状領域に、緑色感光性樹脂組成物を用いて緑色着色層を形成し、
ブラックマトリックスの線間距離が１１０μｍのストライプ状領域に、青色感光性樹脂組
成物を用いて青色着色層を形成した。
　これにより、ストライプ状の赤色着色層、緑色着色層、青色着色層が繰返し配列され、
各着色層間にブラックマトリックスが配置されたカラーフィルタ層を形成した。このカラ
ーフィルタ層の外形は２００ｍｍ×２００ｍｍの正方形であった。
【００４１】
（孔版の作製）
　鞘材としての二軸延伸ポリエチレンテレフタレート（ＰＥＴ）フィルムと、芯材として
のポリエステル紗（ＰＥＴ繊維１５μｍよりなる）とを溶融貼り合せすることにより、芯
鞘構造繊維とした。この芯鞘構造繊維は、一辺が４５μｍの矩形開口を６０μｍのピッチ
で有する芯材を鞘材で被覆した芯鞘構造である。
　次に、この芯鞘構造繊維の２００ｍｍ×２００ｍｍの内側領域（上記のカラーフィルタ
のカラーフィルタ層に相当）内に、開口幅が４０μｍの小開口部を複数形成した。すなわ
ち、熱転写プリンター（（株）日立製作所製　ＶＹ－５０）の感熱ヘッドを使用し、４０
ｍＪ／ｍｒｒｆの印字エネルギーで芯鞘構造繊維の裏面（鞘材側）からロール送りにより
連続的に穿孔させた。このような小開口部は一辺が４５μｍの矩形開口内に形成され、か
つ、上記のカラーフィルタのブラックマトリックス上に位置するように１２０μｍピッチ
で形成されている。また、小開口部の形状は矩形に近いものであり、上記の開口幅４０μ
ｍは最短開口長を意味し、以下に記載する開口幅も最短開口長を意味する。
【００４２】
　次いで、芯鞘構造繊維において、小開口部を形成した２００ｍｍ×２００ｍｍの内側領
域の外側に幅５０ｍｍで外側領域を設定し、この外側領域の外側寄りの幅５ｍｍをのりし
ろ部として設定した。そして、外側領域の内側から１０ｍｍの距離となる一辺２２０μｍ
の正方形線部上に、開口幅が６０μｍの大開口部を３００μｍピッチで複数形成した。す
なわち、熱転写プリンター（（株）日立製作所製　ＶＹ－５０）の感熱ヘッドを使用し、
７０ｍＪ／ｍｒｒｆの印字エネルギーで芯鞘構造繊維の裏面（鞘材側）からロール送りに
より連続的に穿孔させた。このような大開口部は一辺が４５μｍの矩形開口の鞘材と共に
周囲の芯材も溶融することによって形成され、形状は矩形に近いものであった。
　上記のように小開口部、大開口部を形成した芯鞘構造繊維の上記の外側領域ののりしろ
部に、幅３０ｍｍの厚紙（ケント紙、厚さ１ｍｍ）を接着剤で貼り合わせて周囲を補強し
、孔版（３００ｍｍ×３００ｍｍ）とした。
【００４３】
（樹脂組成物の調製）
　まず、バインダー、多官能アクリルモノマー、光重合開始剤、溶剤を含有する下記組成
の光硬化性樹脂組成物を調製した。
　（光硬化性樹脂組成物）
　　・エポキシアクリレート系樹脂（バインダー）　　　　　…　　３．０重量部
　　　　（日本触媒（株）製　ＤＣＲ－８３）
　　・トリメチロールプロパントリアクリレート　　　　　　…　　７．０重量部
　　　　（日本化薬（株）製）
　　・ジペンタエリスリトールヘキサアクリレート　　　　　…　　２．０重量部
　　　　（日本化薬（株）製）
　　・ポリエチレングリコールモノメチルエチルアセテート　…　３８．０重量部
【００４４】
　この光硬化性樹脂組成物に平均粒子径２７μｍ、扁平率１．０２のスペーサ用粒体（綜
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研化学（株）製　ＭＸシリーズ）を含有（含有率７７重量％）させて、樹脂組成物Ａ（粘
度５９００ｃｐｓ）を調製した。また、光硬化性樹脂組成物に平均粒子径４７μｍ、扁平
率１．０２の貼り合せ用粒体（根上工業（株）製　真球ウレタンアクリル微粒子）を含有
（含有率６７重量％）させて、樹脂組成物Ｂ（粘度４１００ｃｐｓ）を調製した。
　尚、粒体の平均粒径、扁平率は、以下の画像法により測定した。
　すなわち、まず、被検体の粒体の表面を直接観察した。その後、スパッタステージ固定
冶具に導電性粘着テープを用いて、被検体の粒体を点接触となるように固定した。スパッ
タリング法により金を２０秒間成膜して被検体の粒体の半分を被覆した。次いで、導電性
粘着テープから被検体の粒体を取り外し、今度は金薄膜で被覆された半球側を導電性粘着
テープに点接触となるように固定し、スパッタリング法により金を２０秒間成膜して被検
体の粒体の残りの半分を被覆した。これにより、被検体の粒体の全面を金薄膜で被覆した
。次に、ＳＥＭ（走査型電子顕微鏡）で被検体の粒体表面を観察し、画像をパソコンに取
り込んだ。画像処理用ソフト（テックジャム（株）製　画像寸法計測ソフト　Ｐｉｘｓ２
０００）を用いて被検体の粒体表面の画像を処理し、画像中の面積および粒子径をキャリ
ブレーション後に測定し、画像面積に対する粒子直径および扁平率を算出した。
【００４５】
（スペーサ用粒体と貼り合せ用粒体の配置）
　上記の孔版をスクリーン版として使用し、まず、大開口部をマスキングテープ（コクヨ
（株）製　両面テープ）でマスキングし、２００ｍｍ×２００ｍｍの正方形の領域内に形
成された小開口部のみを使用できる状態とした。そして、孔版の該正方形領域を、外形が
２００ｍｍ×２００ｍｍの正方形であるカラーフィルタ層に位置合わせし、スペーサ用粒
体を含有した樹脂組成物Ａでスクリーン印刷を行った。このスクリーン印刷は、小型電動
アオリ式卓上スクリーン印刷機（（株）セリテック製　Ａ２０２０型）にゴムスキージを
取り付けて行い、印刷運転条件はカラーフィルタと孔版とのギャップ距離０ｍｍ、印圧０
．１ｋｇｆ、印刷速度２０ｃｍ／秒とした。
【００４６】
　次に、孔版の大開口部をマスキングしているマスキングテープを剥がした後、全自動型
スクリーン印刷機（ニューロング（株）製　ＬＳ－７７Ａ型）にて、貼り合せ用粒体を含
有した樹脂組成物Ｂを使用してスクリーン印刷を行った。このスクリーン印刷は、孔版と
カラーフィルタを直接テーブルに上記マスキングテープで固定し、孔版の大開口部よりも
外側をマスキングテープで保護して行った。印刷運転条件は、カラーフィルタと孔版との
ギャップ距離０ｍｍ、印圧０．１ｋｇｆ、印刷速度３ｃｍ／秒とした。
　このようなスクリーン印刷が完了し、孔版を剥がした後、透明基材（１７３７ガラス）
側より背面露光装置により紫外線を５ｍＪ/ｃｍ2照射した。これによりスペーサ粒体と貼
り合せ用粒体が仮り止めされた状態（カラーフィルタから落下しないが指で軽く押すと少
しずれを生じ、かつ粒体表面は粘着性が残っていた）となった。これにより、カラーフィ
ルタを作製した。
【００４７】
＜無機ＥＬ表示装置の作製＞
　次いで、上記のように作製した無機ＥＬ素子とカラーフィルタを対向させ重ねた後、カ
ラーフィルタの透明基板面より紫外線を照射（３００ｍＪ/ｃｍ2）して樹脂組成物を完全
硬化させ貼り合せた。これにより無機ＥＬ表示装置を得た。この無機ＥＬ表示装置におい
て、無機ＥＬ素子からのカラーフィルタ通過後のＢ，Ｇ、Ｒの発光ピーク波長を測定して
、下記の表１に示した。表１から明らかなように、本発明の無機ＥＬ表示装置は、フルカ
ラー表示が可能であることが確認された。
　また、この無機ＥＬ表示装置をホットプレス機に挟み１０ｋｇ／ｃｍ2の圧力を１５０
℃、３０分間加え、その後、実体顕微鏡下で観察した。その結果、ＩＴＯ透明電極（Ｙ電
極）に傷、欠け等の欠陥は見られず、また、カラーフィルタを構成するガラス基板の損傷
も見られなかった。
【００４８】
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［実施例２］
　ポリイミド前駆体ワニス（Aldrich（株）製　ポリイミド前駆体ＲＣ－５０５７）に代
えて、ポリイミド前駆体ワニス（Aldrich（株）製　ポリイミド前駆体ＲＣ－５０１９）
を使用して下記のように蛍光体層を被覆する誘電体層を形成した他は、実施例１と同様に
して、無機ＥＬ素子、および、無機ＥＬ表示装置を作製した。すなわち、誘電体層の形成
は、このポリイミド前駆体ワニス１００重量部に対して、チタン酸ストロンチウム粉末（
平均粒子径１．２μｍ）１５重量部を配合し、混練、分散して誘電体ペーストを調製した
。この誘電体ペーストの粘度は７０Ｐ（ポアズ）であった。次いで、この誘電体ペースト
を使用し、３５０メッシュのスクリーン印刷版を用いてＸ電極を被覆するように印刷し、
乾燥後３００℃において２時間加熱してイミド化を進めることにより、膜厚２７μｍの誘
電体層を形成した。この誘電体層の比誘電率は１００であった。
【００４９】
　このように作製した無機ＥＬ素子について、実施例１と同様に、電圧１００Ｖ、１５０
Ｖ、２００Ｖで、それぞれ６０Ｈｚ、１００Ｈｚ、２７０Ｈｚの交流を印加したときの輝
度を測定して、下記の表１に示した。表１に示されるように、各電圧、周波数で良好な輝
度が得られることが確認された。
　また、無機ＥＬ表示装置について、無機ＥＬ素子からカラーフィルタ通過後のＢ，Ｇ、
Ｒの発光ピーク波長を測定し、下記の表１に示した。表１から明らかなように、フルカラ
ーの無機ＥＬ表示装置であることが確認された。
　また、この無機ＥＬ表示装置をホットプレス機に挟み１０ｋｇ／ｃｍ2の圧力を１５０
℃、３０分間加え、その後、実体顕微鏡下で観察した。その結果、ＩＴＯ透明電極（Ｙ電
極）に傷、欠け等の欠陥は見られず、また、カラーフィルタを構成するガラス基板の損傷
も見られなかった。
【００５０】
［実施例３］
　ポリイミド前駆体ワニス（Aldrich（株）製　ポリイミド前駆体ＲＣ－５０５７）に代
えて、ポリイミド前駆体ワニス（Aldrich（株）製　ポリイミド前駆体ＲＣ－５０９７）
を使用して下記のように蛍光体層を被覆する誘電体層を形成した他は、実施例１と同様に
して、無機ＥＬ素子、および、無機ＥＬ表示装置を作製した。すなわち、誘電体層の形成
は、このポリイミド前駆体ワニス１００重量部に対して、チタン酸ストロンチウム粉末（
平均粒子径１．２μｍ）１５重量部を配合し、混練、分散して誘電体ペーストを調製した
。この誘電体ペーストの粘度は７０Ｐ（ポアズ）であった。次いで、この誘電体ペースト
を使用し、３５０メッシュのスクリーン印刷版を用いてＸ電極を被覆するように印刷し、
乾燥後３００℃において２時間加熱してイミド化を進めることにより、膜厚２７μｍの誘
電体層を形成した。この誘電体層の比誘電率は２０００であった。
【００５１】
　このように作製した無機ＥＬ素子について、実施例１と同様に、電圧１００Ｖ、１５０
Ｖ、２００Ｖで、それぞれ６０Ｈｚ、１００Ｈｚ、２７０Ｈｚの交流を印加したときの輝
度を測定して、下記の表１に示した。表１に示されるように、各電圧、周波数で良好な輝
度が得られることが確認された。
　また、無機ＥＬ表示装置について、無機ＥＬ素子からカラーフィルタ通過後のＢ，Ｇ、
Ｒの発光ピーク波長を測定し、下記の表１に示した。表１から明らかなように、フルカラ
ーの無機ＥＬ表示装置であることが確認された。
　また、この無機ＥＬ表示装置をホットプレス機に挟み１０ｋｇ／ｃｍ2の圧力を１５０
℃、３０分間加え、その後、実体顕微鏡下で観察した。その結果、ＩＴＯ透明電極（Ｙ電
極）に傷、欠け等の欠陥は見られず、また、カラーフィルタを構成するガラス基板の損傷
も見られなかった。
【００５２】
［実施例４］
　Ｘ電極を被覆する誘電体層（比誘電率は５０００）の厚みを４５μｍとし、蛍光体層を
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被覆する誘電体層（比誘電率は５００）の厚みを５μｍとした他は、実施例１と同様にし
て、無機ＥＬ素子、および、無機ＥＬ表示装置を作製した。
　このように作製した無機ＥＬ素子について、実施例１と同様に、電圧１００Ｖ、１５０
Ｖ、２００Ｖで、それぞれ６０Ｈｚ、１００Ｈｚ、２７０Ｈｚの交流を印加したときの輝
度を測定して、下記の表１に示した。表１に示されるように、各電圧、周波数で良好な輝
度が得られることが確認された。
　また、無機ＥＬ表示装置について、無機ＥＬ素子からカラーフィルタ通過後のＢ、Ｇ、
Ｒの発光ピーク波長を測定し、下記の表１に示した。表１から明らかなように、フルカラ
ーの無機ＥＬ表示装置であることが確認された。
　また、この無機ＥＬ表示装置をホットプレス機に挟み１０ｋｇ／ｃｍ2の圧力を１５０
℃、３０分間加え、その後、実体顕微鏡下で観察した。その結果、ＩＴＯ透明電極（Ｙ電
極）に傷、欠け等の欠陥は見られず、また、カラーフィルタを構成するガラス基板の損傷
も見られなかった。
【００５３】
［比較例１］
　ポリイミド前駆体ワニス（Aldrich（株）製　ポリイミド前駆体ＲＣ－５０５７）に代
えて、ポリイミド前駆体ワニス（Aldrich（株）製　製品番号６４６９７０（Ｎ－メチル
ピロリドンとエタノールの１：１混合液に溶解済み））を使用して蛍光体層を被覆する誘
電体層（比誘電率は５０）を形成した他は、実施例１と同様にして、無機ＥＬ素子を作製
した。
　作製した無機ＥＬ素子について、実施例１と同様に、電圧１００Ｖ、１５０Ｖ、２００
Ｖで、それぞれ６０Ｈｚ、１００Ｈｚ、２７０Ｈｚの交流を印加したときの輝度を測定し
て、下記の表１に示した。表１に示されるように、実施例１～４に比べて輝度の大幅な低
下が確認された。
【００５４】
［比較例２］
　Ｘ電極を被覆する誘電体層（比誘電率は５０００）の厚みを５０μｍとし、蛍光体層を
被覆する誘電体層（比誘電率は５００）の厚みを３μｍとした他は、実施例１と同様にし
て、無機ＥＬ素子を作製した。
　作製した無機ＥＬ素子について、実施例１と同様に、電圧１００Ｖ、１５０Ｖ、２００
Ｖで、それぞれ６０Ｈｚ、１００Ｈｚ、２７０Ｈｚの交流を印加したところ、電圧２００
Ｖにおいて電極間の絶縁破壊が生じた。
【００５５】
［比較例３］
　Ｘ電極を被覆する誘電体層（比誘電率は５０００）の厚みを３０μｍとし、蛍光体層を
被覆する誘電体層（比誘電率は５００）の厚みを３μｍとした他は、実施例１と同様にし
て、無機ＥＬ素子を作製した。
　作製した無機ＥＬ素子について、実施例１と同様に、電圧１００Ｖ、１５０Ｖ、２００
Ｖで、それぞれ６０Ｈｚ、１００Ｈｚ、２７０Ｈｚの交流を印加したところ、電圧１５０
Ｖにおいて電極間の絶縁破壊が生じた。
【００５６】
［比較例４］
　孔版を使用して、スペーサ用粒体を含有した樹脂組成物Ａでスクリーン印刷を行うまで
の工程を実施例１と同様に行って、無機ＥＬ表示装置用カラーフィルタを作製した。した
がって、このカラーフィルタは、スペーサ用粒体が光硬化性樹脂で被覆され、また、貼り
合せ用粒体を備えていないものであった。
　このカラーフィルタを用いて、実施例１と同様に無機ＥＬ表示装置を作製し、ホットプ
レス機に挟み１０ｋｇ／ｃｍ2の圧力を１５０℃、３０分間加え、その後、実体顕微鏡下
で観察した。その結果、電極の直線両端部に凹みが数箇所あるのが確認された。
【００５７】
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【表１】

【産業上の利用可能性】
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【００５８】
　本発明は、信頼性に優れ、高彩色で薄型の無機ＥＬ表示装置の製造に適用することがで
きる。
【図面の簡単な説明】
【００５９】
【図１】本発明の無機ＥＬ素子の一実施形態を示す斜視図である。
【図２】本発明の無機ＥＬ素子が備える駆動回路の一例を示す図である。
【図３】本発明の無機ＥＬ素子が備える駆動回路の他の例を示す図である。
【図４】本発明の無機ＥＬ表示装置の一実施形態を示す部分断面図である。
【図５】本発明の無機ＥＬ表示装置を構成するカラーフィルタの一例を示す平面図である
。
【図６】図５に示されるカラーフィルタのＩ－Ｉ線における部分拡大断面図である。
【図７】図５に示されるカラーフィルタのII－II線における部分拡大断面図である。
【図８】図５に示されるカラーフィルタの円で囲まれた部位の拡大図である。
【符号の説明】
【００６０】
　１…無機ＥＬ表示装置
　１１…無機ＥＬ素子
　１３，１８…電極
　１４，１６…誘電体層
　１５…蛍光体層
　１７…無機ＥＬ発光層
　２１…カラーフィルタ
　２３…カラーフィルタ層
　２４（２４Ｒ，２４Ｇ，２４Ｂ）…着色層
　２５…ブラックマトリックス
　２６…スペーサ用粒体
　２７…貼り合せ用粒体
　３１…外側領域
　３２…帯状領域
　４１，５１…駆動回路
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摘要(译)

解决的问题：提供能够在低驱动电压下获得良好的发光效率的无机EL元
件以及能够进行高质量的全色显示的无机EL显示装置。 无机EL显示装置
包括：无机EL元件，其具有在荧光体层之间夹有荧光体层的无机EL发光
层；和配置在该无机EL发光层的介电层上的电极。 滤色器附着在无机EL
元件的一个表面上，介电层的厚度在5〜50μm的范围内，相对介电常数
为100以上，该滤色器在透明基板上。 具有滤色器层和黑色矩阵以及形
成的多个间隔物颗粒，以通过滤色器层的外部区域中的多个结合颗粒将
滤色器固定至无机EL元件， 结合颗粒的平均粒径D，滤色器层的厚度t和
间隔物颗粒的平均粒径d具有D≥d+ t的关系，至少上述电极的荧光体层具
有D≥d+ t的关系。 另外，位于滤色器侧的电极是透明电极。 [选择图]图
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